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は
じ
め
に

　
「
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
」
や
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
を
支
え
る
礎
の
一
つ
と
し
て
の
「
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
」

（
以
下
、
Ｆ
Ｗ
Ｂ
と
表
記
）
と
い
う
概
念
が
、
国
内
外
で
急
速
に
広
が
り
つ
つ
あ
る
。
我
が
国
に
お
い
て
は
、
二
〇
二
三
年
一
〇
月

の
臨
時
国
会
で
、
歴
代
総
理
の
所
信
表
明
演
説
で
は
初
め
て
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
と
い
う
言
葉
が
登
場
し
、「
経
済
財
政
運
営
と
改

革
の
基
本
方
針
二
〇
二
四
」（
骨
太
方
針
二
〇
二
四
）
（
１
）

で
は
「
賃
金
と
物
価
の
好
循
環
」「
成
長
と
分
配
の
好
循
環
」
を
通
じ
て
目
指

す
姿
と
し
て
「W

ell-being

の
実
現
」
が
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。
二
〇
二
四
年
一
〇
月
の
石
破
総
理
の
所
信
表
明
演
説
で
は
、
一

歩
踏
み
込
ん
だ
表
現
で
『
官
民
で
総
合
的
な
「
幸
福
度
・
満
足
度
」
の
指
標
を
策
定
・
共
有
す
る
』
と
言
及
さ
れ
、
そ
れ
を
受
け
た

骨
太
方
針
二
〇
二
五
（
２
）で

は
「W
ell-being

（
幸
福
度
）
の
視
点
か
ら
の
施
策
の
深
化
」
と
い
う
箇
所
で
、「W

ell-being

改
善
に
つ
な

が
る
実
効
的
な
Ｋ
Ｐ
Ｉ
の
設
定
、W

ell-being

の
把
握
の
継
続
・
強
化
」
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
て
い
る
。

　

Ｆ
Ｗ
Ｂ
を
巡
る
動
向
で
は
、
二
〇
二
三
年
五
月
に
「
日
本W

ell-being

計
画
推
進
特
命
委
員
会
（
自
由
民
主
党
）」
の
第
六
次
提

言
（
３
）が

公
表
さ
れ
、
初
め
て
Ｆ
Ｗ
Ｂ
と
い
う
言
葉
が
同
特
命
委
員
会
の
提
言
に
登
場
し
た
。
そ
の
後
、
二
〇
二
三
年
八
月
の
金
融
庁
の

行
政
方
針
で
Ｆ
Ｗ
Ｂ
と
い
う
言
葉
が
登
場
し
、
二
〇
二
四
年
四
月
に
発
足
し
た
金
融
経
済
教
育
推
進
機
構
（J-FLEC

）
で
は
、
ミ
ッ

シ
ョ
ン
に
「
Ｆ
Ｗ
Ｂ
の
実
現
」
が
謳
わ
れ
て
い
る
。
更
に
、
二
〇
二
四
年
五
月
の
第
七
次
提
言
（
４
）に

は
「W

ell-being

を
支
え
る
重
要

な
柱
の
一
つ
と
し
て
の
金
融
経
済
教
育
を
国
全
体
で
広
く
推
進
す
べ
き
で
あ
る
」
と
い
っ
た
内
容
に
言
及
さ
れ
て
い
る
。

フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
を
巡
る
動
向
に
つ
い
て

井
戸　

照
喜
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こ
れ
ら
政
官
の
動
き
に
呼
応
す
る
形
で
、
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
で
は

二
〇
二
三
年
一
〇
月
に
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
学
会
内
に
Ｆ
Ｗ
Ｂ
準

備
学
習
会
が
立
ち
上
が
り
、
二
〇
二
四
年
度
か
ら
は
、
同
学
会
内

に
正
式
な
Ｆ
Ｗ
Ｂ
分
科
会
が
創
設
さ
れ
、
Ｆ
Ｗ
Ｂ
に
関
す
る
調

査
・
研
究
や
普
及
活
動
が
開
始
さ
れ
て
い
る
。

　

本
稿
で
は
、
政
官
学
民
の
Ｆ
Ｗ
Ｂ
に
関
す
る
最
新
動
向
を
踏
ま

え
つ
つ
、
各
種
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
分
析
結
果
な
ど
も
交
え
て

論
じ
る
こ
と
で
、
今
後
の
課
題
解
決
の
方
向
性
を
検
討
し
て
み
た

い
。１　

「
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
」
と
「
金
融
リ
テ
ラ
シ
ー
度
」

の
関
係

　

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
へ
の
注
目
が
高
ま
っ
て
い
る
が
、
内
閣
府

の
「
国
民
生
活
に
関
す
る
世
論
調
査
」
（
５
）

に
よ
れ
ば
「
何
の
た
め
に

働
い
て
い
る
か
」
と
い
う
質
問
に
対
し
て
「
お
金
を
得
る
た
め
に

働
く
」
と
い
う
回
答
が
増
加
傾
向
に
あ
り
、
特
に
こ
の
一
〇
年
ぐ

ら
い
が
顕
著
で
、「
働
き
甲
斐
」
と
い
う
点
で
は
悪
化
し
て
い
る

状
況
に
あ
る
よ
う
に
思
え
る
（
図
表
１
）。

図表１　「働く目的」の変化～「国民生活に関する世論調査」（内閣府）から～

（※）「分からない、無回答、その他」・「70歳以上の回答者」は除外して割合を算出

2001年 2004年 2007年 2010年 2013年 2016年 2019年 2022年

お金を得るために働く
自分の才能や能力を発揮するために働く

社会の一員として、務めを果たすために働く
生きがいをみつけるために働く

55.7％

10.4％

10.3％

23.7％

57.7％

11.9％

11.0％

19.5％

55.4％

14.2％

10.4％

19.9％

57.8％

14.8％

9.7％

17.7％

56.1％

16.7％

9.4％

17.9％

60.6％

14.3％

9.1％

16.0％

64.7％

13.9％

8.1％

13.3％

73.9％

9.2％
7.4％
9.5％

（出所）内閣府「国民生活に関する世論調査」（2001～2022年）より三井住友トラスト・資産のミラ
イ研究所作成
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三
井
住
友
ト
ラ
ス
ト
・
資
産
の
ミ
ラ
イ
研
究
所
で
は

「
金
融
リ
テ
ラ
シ
ー
度
」
を
診
断
す
る
「
資
産
の
ミ
ラ
イ

健
康
診
断
」
と
い
う
ツ
ー
ル
を
作
成
し
て
い
る
。
同
研
究

所
が
実
施
し
た
「
金
融
リ
テ
ラ
シ
ー
度
と
フ
ァ
イ
ナ
ン

シ
ャ
ル
・
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
に
関
す
る
実
態
調
査
」

（
二
〇
二
三
年
）
（
６
）

で
は
、
こ
の
「
金
融
リ
テ
ラ
シ
ー
度
」

と
「
何
の
た
め
に
働
い
て
い
る
か
」
と
い
う
質
問
に
対
す

る
回
答
を
ク
ロ
ス
分
析
し
て
い
る
（
図
表
２
）。
こ
の
分

析
結
果
か
ら
、
ど
の
年
収
区
分
で
あ
っ
て
も
「
金
融
リ
テ

ラ
シ
ー
度
」
が
良
好
な
ほ
ど
「
お
金
を
得
る
た
め
に
働

く
」
と
い
う
回
答
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ

の
こ
と
は
、「
働
き
甲
斐
」
を
感
じ
て
欲
し
い
企
業
か
ら

す
れ
ば
、
同
じ
給
与
水
準
で
も
従
業
員
の
「
金
融
リ
テ
ラ

シ
ー
度
」
を
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
「
働
き
甲

斐
」
を
感
じ
る
従
業
員
の
割
合
の
増
加
が
見
込
め
る
可
能

性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

　

米
国
調
査
会
社
の
ギ
ャ
ラ
ッ
プ
社
に
よ
る
「
二
〇
二
三

年
日
本
版W

ell-being Initiative （
７
）―

第
２
四
半
期
」
報
告

図表２　「金融リテラシー度」と「働き方」の関係

お金を得るために働く
自分の才能や能力を発揮するために働く

社会の一員として、務めを果たすために働く
生きがいをみつけるために働く

※１：選択肢「いずれにもあてはまらない・分からない」を除く
※２：５％未満はグラフ内の比率表示を省略

＜年収区分別＞「金融リテラシー度」と「働く目的」※１,２

年収区分 金融リテラシー度

300万円
未満

300～
700万円
未満

700万円
以上

回答者数

良好

順調

不足気味

良好

順調

不足気味

良好

順調

不足気味

56人

894人

860人

220人

1,473人

648人

126人

517人

82人

47.1％

71.6％

86.2％

66.3％

19.8％

8.2％

12.0％ 8.5％13.2％

75.6％ 7.1％

10.2％

11.1％ 18.5％

7.9％

16.7％

10.3％

90.2％

19.3％53.8％

59.9％

80.6％

10.5％

5.5％5.5％5.5％

5.1％5.1％5.1％
6.4％6.4％6.4％

7.0％

15.4％

8.4％

32.5％

（出所）三井住友トラスト・資産のミライ研究所「金融リテラシー度とファイナンシャル・ウェルビー
イングに関する実態調査」（2023年）
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に
よ
れ
ば
、
日
本
国
民
の
「
生
活
評
価
指
数
（
ウ
ェ
ル

ビ
ー
イ
ン
グ
実
感
）」
の
最
大
影
響
要
因
は
、
客
観
的
な

所
得
で
は
な
く
「
所
得
に
対
す
る
主
観
的
感
情
」
で
あ
る

と
い
う
分
析
結
果
も
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
結
果
か
ら

も
、
金
融
経
済
教
育
の
実
施
に
よ
る
「
金
融
リ
テ
ラ
シ
ー

度
」
ア
ッ
プ
が
「
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
実
感
」
向
上
へ
の

影
響
度
が
大
き
い
こ
と
が
分
か
る
。

２　

人
的
資
本
経
営
に
お
け
る
「
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ

ン
グ
」
と
「
金
融
リ
テ
ラ
シ
ー
度
」
の
関
係

　
「
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
」
と
「
金
融
リ
テ
ラ
シ
ー
度
」

の
関
係
を
、
企
業
経
営
全
体
の
中
で
整
理
し
て
み
る
（
図

表
３
）。
人
的
資
本
経
営
に
お
け
る
「
ヒ
ト
へ
の
投
資
」

と
い
う
観
点
で
、
リ
ス
キ
リ
ン
グ
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い

る
が
、「
能
力
ア
ッ
プ
」
の
リ
ス
キ
リ
ン
グ
に
加
え
て
、

「
や
る
気
」
と
い
う
点
で
は
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
が
重
要

で
あ
る
。
そ
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
に
は
Ｆ
Ｗ
Ｂ
が
重
要

な
要
素
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
こ
の
Ｆ
Ｗ
Ｂ
向
上
に

図表３　人的資本経営における「ウェルビーイング」と
「金融リテラシー度」の関係

企業業績 人的資本経営

リスキリング
（学び直し） ウェルビーイング

ファイナンシャル・
ウェルビーイング

能力
アップ

やる気
アップ

この領域（内発的動機付け）への
取組みが「経営課題」そのものへ
この領域（内発的動機付け）への
取組みが「経営課題」そのものへ

■「金融リテラシー度」アップが
　「働き方」に影響
　⇒自律型人材育成へ
■「所得に対する主観的感情」が
　「生活評価指数（ウェルビーイ
　ング実感）」の最大影響要因

給与、退職金、
企業年金などの
水準アップ

客観的要素

金融経済教育

主観的要素
「金融リテラシー度」

アップ

（出所）井戸照喜『ファイナンシャル・ライフ・エンジニアリング―したたかに“楽しむ”！洗練さ
れた「人生の経営者」を目指して』（一般社団法人金融財政事情研究会）（８）
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は
、
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
の
よ
う
な
客
観
的
要
因
だ
け
で
な
く
、

金
融
経
済
教
育
の
実
施
で
「
所
得
に
対
す
る
主
観
的
感
情
」

を
ア
ッ
プ
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
と
い
え
る
。
図
表
３
全
体
で

い
え
ば
、
企
業
経
営
者
の
注
目
は
左
側
に
集
ま
り
が
ち
で
あ

る
が
、
従
業
員
の
内
発
的
動
機
付
け
に
繋
が
る
右
側
の
領
域

へ
の
取
組
み
が
、
左
側
の
取
組
み
の
実
効
性
を
担
保
す
る
た

め
に
も
重
要
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

３　
「
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
」

と
金
融
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
関
係
（
全
体
像
）

　

三
井
住
友
信
託
銀
行
で
は
、
Ｆ
Ｗ
Ｂ
と
は
「
将
来
の
ラ
イ

フ
イ
ベ
ン
ト
を
適
切
に
把
握
し
、
賢
い
意
思
決
定
に
よ
り
お

金
に
関
す
る
不
安
を
解
消
さ
せ
、
未
来
に
向
け
て
自
律
的
に

行
動
で
き
る
状
態
」
の
こ
と
と
考
え
て
い
る
。
図
表
４
は
、

そ
の
Ｆ
Ｗ
Ｂ
と
金
融
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
関
係
を
示
し
た
も

の
で
あ
る
。

　

学
校
で
は
、
二
〇
二
二
年
度
の
「
学
習
指
導
要
領
の
改

訂
」
で
、
高
等
学
校
の
家
庭
科
で
、
金
融
商
品
・
サ
ー
ビ
ス

図表４　ライフイベントと「ヒト、モノ、お金」の全体像
住宅／教育

リスキリング 転職

退職 相続

再就職
ライフ
イベント

次
世
代
へ

遺
言
信
託

祖
父
母
・
両
親
か
ら

（
金
融
資
産
）

お
金

（
人
的
資
本
）

ヒ
ト

暦年贈与信託

教育資金贈与信託

生命保険（所得補償保険・医療保険・介護保険など）

目的別ローン（自己啓発、教育、介護など）

奨学金

社会保障

（物理的資産の金融資産化）（物理的資産の金融資産化）（
物
理
的
資
産
）

モ
ノ

（
物
理
的
資
産
）

モ
ノ

損害保険（火災保険・自動車保険など）

目的別ローン（自動車購入、住宅のリフォームなど）

リ・バース60（60歳からの住宅ローン）

住宅ローン リ
バ
ー
ス

モ
ー
ゲ
ー
ジ

公的年金

自助（取崩し）

退職金
（DB年金）

貯蓄・積立投資
（財形、持株会、NISA、企業型DC、iDeCoなど）

（出所）三井住友トラスト・資産のミライ研究所
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の
メ
リ
ッ
ト
や
デ
メ
リ
ッ
ト
も
説
明
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
国
民
全
体
の
金
融
経
済
教
育
の
充
実
と
い
う
点
で
大
き

な
意
味
が
あ
る
が
、
そ
の
一
方
で
、
個
別
の
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
ま
で
説
明
す
る
と
な
る
と
、「
貯
め
る
＝
貯
蓄
」「
増
や
す
＝
投
資
」

「
備
え
る
＝
保
険
」
と
順
番
に
説
明
し
て
い
く
こ
と
と
な
り
、
本
来
知
っ
て
お
く
べ
き
全
体
像
は
か
え
っ
て
分
か
り
づ
ら
く
な
る
と

い
う
弊
害
も
あ
る
よ
う
に
思
え
る
。
ビ
ジ
ネ
ス
で
「
ヒ
ト
、
モ
ノ
、
お
金
」
と
い
わ
れ
る
が
、
個
人
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
も
「
ヒ
ト
、

モ
ノ
、
お
金
」
の
三
つ
の
要
素
で
捉
え
て
説
明
す
る
こ
と
で
、
全
体
像
を
把
握
し
易
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
一
人

ひ
と
り
の
長
い
生
涯
に
お
い
て
、「
ヒ
ト
、
モ
ノ
、
お
金
」
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
例
え
ば
、
進
学
や
住
宅
取
得
と
い
っ
た
ラ
イ
フ

イ
ベ
ン
ト
が
発
生
す
る
が
、
そ
の
時
点
で
保
有
し
て
い
る
金
融
資
産
と
必
要
な
支
出
に
ギ
ャ
ッ
プ
が
発
生
す
る
こ
と
に
な
り
、
こ
れ

は
誰
に
と
っ
て
も
避
け
ら
れ
な
い
。
世
の
中
に
あ
る
金
融
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
役
割
は
ど
れ
も
、
そ
の
「
ギ
ャ
ッ
プ
の
解
消
」
に
あ

る
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
、
個
別
の
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
を
「
Ｆ
Ｗ
Ｂ
と
い
う
概
念
」
と
関
連
付
け
て
、
手
触
り
感
を
持
っ
て
理
解
で

き
る
よ
う
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

４　

今
、
な
ぜ
、「
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
」
が
重
要
な
の
か　

〜
従
業
員
の
視
点
／
個
人
の
視
点
〜

　

図
表
３
で
は
、「
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
」
と
「
金
融
リ
テ
ラ
シ
ー
度
」
の
関
係
を
、
企
業
経
営
全
体
の
中
で
整
理
し
た
が
、
従
業

員
の
視
点
／
個
人
の
視
点
で
「
今
、
な
ぜ
、
Ｆ
Ｗ
Ｂ
が
重
要
な
の
か
」
を
、
人
口
増
加
の
昭
和
、
少
子
高
齢
化
が
進
展
し
た
平
成
、

人
生
一
〇
〇
年
時
代
の
令
和
と
い
う
、
長
め
の
時
間
軸
で
考
え
て
み
る
（
図
表
５
）。

　
「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
」
と
い
う
考
え
方
が
一
般
的
に
な
っ
て
久
し
い
が
、
昭
和
は
「
ラ
イ
フ
・
イ
ン
・
ワ
ー
ク
」（
滅

私
奉
公
）
と
い
う
こ
と
で
、
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
は
「
二
四
時
間
戦
え
ま
す
か
」
と
い
う
よ
う
な
時
代
で
あ
っ
た
。
右
肩
上
が
り
の
経
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済
の
中
、
大
量
生
産
を
支
え
る
、
よ
き
勤
労
者
で
あ
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
、
金
融
機
関
は
護
送
船
団
方
式
の
も
と
如
何
に
均
質

な
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
を
多
く
の
国
民
に
届
け
る
か
、
と
い
う
こ

と
に
邁
進
し
て
い
た
よ
う
に
思
え
る
。
こ
の
行
き
過
ぎ
た
「
働

き
方
」
へ
の
反
省
か
ら
、
平
成
で
は
「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ

ラ
ン
ス
」
が
意
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、「
滅
私
奉
公
」
か
ら

「
余
暇
の
充
実
」
へ
と
舵
が
切
ら
れ
、
時
間
外
削
減
が
進
み
、

有
給
休
暇
の
取
得
も
増
加
し
た
。
そ
ん
な
中
、
国
民
一
人
ひ
と

り
は
、
ワ
ー
ク
の
勤
労
者
だ
け
で
な
く
、
ラ
イ
フ
で
は
、
コ
ス

パ
よ
く
消
費
す
る
消
費
者
で
あ
る
こ
と
も
求
め
ら
れ
た
が
、
こ

の
「
コ
ス
パ
よ
く
消
費
」
は
デ
フ
レ
マ
イ
ン
ド
の
定
着
に
も
繋

が
っ
た
よ
う
に
思
え
る
。「
昭
和
か
ら
平
成
へ
」
と
時
代
が
変

わ
っ
て
も
、「
お
金
」
と
の
向
き
合
い
方
・
受
け
た
教
え
と
い

え
ば
、
せ
い
ぜ
い
「
無
駄
遣
い
は
よ
く
な
い
」「
お
金
は
汗
水

た
ら
し
て
働
い
て
稼
ぐ
も
の
」
と
い
う
こ
と
ぐ
ら
い
で
あ
る
こ

と
も
多
く
、
そ
れ
で
も
老
後
資
金
は
国
任
せ
（
公
的
年
金
）・

会
社
任
せ
（
退
職
金
・
企
業
年
金
）
で
何
と
か
な
る
と
い
う
時

代
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

図表５　今、なぜ、「ファイナンシャル・ウェルビーイング」が重要なのか

ライフ
スタイル
は？

私たちは
何者か？

「お金」
との向き
合い方
は？

「金融」の
使命？

昭和
（人口増加）

WORKWORKWORK

LIFE WORKWORKWORK LIFE

平成
（少子高齢化の進展）

令和
（人生100年時代）

昭和
（人口増加）

ライフ・イン・ワーク

滅私奉公
（24時間戦えますか）

余暇の充実
（時間外削減・有給休暇取得、

コスパよく消費⇔デフレマインド）

ワーク・ライフ・バランス ワーク・イン・ライフ

LIFELIFE

WORKWORKWORK

勤労者

「無駄遣いはよくない」
「お金は汗水たらして働いて稼ぐもの」

「老後資金は国任せ（公的年金）・会社任せ（退職金・企業年金）」

⇔

「貯蓄から投資へ」も進展せず

Financial Well-being

「ライフプラン」を
実現する手段としての
「マネープラン」⇒

将来も見据えた
「ヒト・モノ・お金」
全体像のマネージが重要に

勤労者&消費者 人生の経営者
（勤労者＆消費者＆投資家）

金融包摂（Financial inclusion)金融包摂（Financial inclusion)

人生の充実：ウェルビーイング
（生きがい、働きがい）

（出所）筆者作成
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平
成
の
「
余
暇
の
充
実
」
に
対
し
て
、
人
生
一
〇
〇
年
時
代
の
令
和
は
「
人
生
そ
の
も
の
の
充
実
」（
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
）
へ

の
注
目
が
高
ま
っ
て
い
る
。
将
来
も
見
据
え
た
「
ヒ
ト
、
モ
ノ
、
お
金
」
の
全
体
像
の
マ
ネ
ー
ジ
が
重
要
と
な
っ
て
お
り
、
勤
労
者
・

消
費
者
と
い
う
側
面
だ
け
で
な
く
、
長
く
な
っ
た
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
に
備
え
た
「
お
金
」
の
投
資
、
住
宅
な
ど
の
モ
ノ
へ
の
投
資
、

リ
ス
キ
リ
ン
グ
な
ど
の
人
へ
の
投
資
と
、
投
資
家
で
あ
る
自
分
も
含
め
、
全
体
を
マ
ネ
ー
ジ
す
る
「
人
生
の
経
営
者
」
と
な
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
。
令
和
に
お
け
る
金
融
の
使
命
は
、
一
人
ひ
と
り
が
「
ヒ
ト
、
モ
ノ
、
お
金
」
の
全
体
を
マ
ネ
ー
ジ
で
き
る
よ
う
に

な
る
Ｆ
Ｗ
Ｂ
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
金
融
経
済
教
育
推
進
機
構
（J-F

LE
C

）
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
Ｆ
Ｗ
Ｂ
と
な
っ
た
こ
と
に
も
納
得

感
が
あ
る
よ
う
に
思
え
る
。

５　

今
、
な
ぜ
、「
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
」
が
重
要
な
の
か　

〜
「
賃
金
と
物
価
の
好
循
環
」
と
い
う
観
点
〜

　
「
賃
金
と
物
価
の
好
循
環
」
は
政
府
の
重
要
政
策
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
が
、
三
井
住
友
ト
ラ
ス
ト
・
資
産
の
ミ
ラ
イ
研
究
所
が

実
施
し
た
「
住
ま
い
と
資
産
形
成
に
関
す
る
意
識
と
実
態
調
査
」（
二
〇
二
五
年
）
に
よ
る
と
、「
賃
上
げ
・
減
税
」
で
手
取
り
が
増

え
た
ら
消
費
を
増
や
す
か
、
正
確
に
は
「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
増
や
す
か
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
増
や
さ
な
い
」
を
質
問
し
た
と
こ

ろ
、
全
世
代
平
均
で
七
三
・
〇
％
が
「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
増
や
さ
な
い
」
と
回
答
し
た
。
更
に
、
ど
の
世
代
で
も
ほ
ぼ
、
こ
の
割

合
が
変
わ
ら
な
い
こ
と
が
分
か
っ
た
（
図
表
６
）。

　

そ
こ
で
、「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
増
や
さ
な
い
」
と
い
う
回
答
の
理
由
を
確
認
し
て
み
る
と
、「
漠
然
と
し
た
不
安
が
あ
る
か
ら
」

と
い
う
理
由
が
一
番
多
い
結
果
と
な
り
、
ま
た
、
高
齢
に
な
る
ほ
ど
、
こ
の
項
目
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
も
分
か
っ
た
（
図
表
７
）。

　
「
お
金
の
不
安
」
に
も
様
々
な
も
の
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
で
は
、
全
世
代
で
「
お
金
の
不
安
」
の
ト
ッ
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図表７　「手取り」が増えても消費を増やさない理由

どちらかといえば増やさない
　（漠然とした不安があるから）
どちらかといえば増やさない
　（住宅ローンの返済に充当するから）
どちらかといえば増やさない
　（教育資金に充当するから）
どちらかといえば増やさない
　（資産形成に活用するから）
どちらかといえば増やさない
　（現在の消費に満足しているから）
どちらかといえば増やさない
　（その他の理由）

どちらかといえば増やさない
　（漠然とした不安があるから）
どちらかといえば増やさない
　（住宅ローンの返済に充当するから）
どちらかといえば増やさない
　（教育資金に充当するから）
どちらかといえば増やさない
　（資産形成に活用するから）
どちらかといえば増やさない
　（現在の消費に満足しているから）
どちらかといえば増やさない
　（その他の理由）

（対象：「手取り」が増えても消費を増やさないと回答した人）

50
（％）

40

30

20

10

0

37.5

18－29歳
30－39歳

40－49歳
50－59歳

60－69歳

50
（％）

40

31.3
35.3

37.4 38.0

44.7

30

20

10

0

（出所）三井住友トラスト・資産のミライ研究所「住まいと資産形成に関する意識と実態調査」（2025
年）より作成

図表６　「賃上げ・減税」で「手取り」が増えたら消費を増やすか？
増やす 増やさない回答者数

全年代

18－29歳

30－39歳

40－49歳

50－59歳

60－69歳

11,435

2,103

1,944

2,443

2,707

2,238

73.027.0

71.728.3

72.927.1

72.827.2

74.225.8

73.326.7

（出所）三井住友トラスト・資産のミライ研究所「住まいと資産形成に関する意識と実態調査」（2025
年）より作成
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プ
は
「
老
後
資
金
」
と
い
う
結
果
に
な
っ
た
（
図
表
８
）。

　

図
表
７
の
結
果
と
考
え
合
わ
せ
る
と
、
老
後
資
金
に
代
表
さ
れ
る
「
漠
然

と
し
た
お
金
の
不
安
」
の
解
消
が
「
賃
金
と
物
価
の
好
循
環
」
の
た
め
に
も

大
変
重
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
筆
者
自
身
の
リ
テ
ー
ル
ビ
ジ
ネ
ス
の
経
験

で
も
、
七
〇
歳
代
の
方
で
数
億
円
の
資
産
を
お
持
ち
で
も
「
老
後
が
心
配
な

の
で
、
預
金
に
し
て
お
き
た
い
」
と
い
う
方
が
い
た
。
年
配
の
方
に
限
ら

ず
、
資
産
水
準
あ
る
い
は
給
与
水
準
か
ら
す
れ
ば
、
も
っ
と
消
費
に
回
し
て

も
よ
い
方
が
本
来
は
沢
山
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
え
る
。
そ
う
考
え
る

と
、
こ
の
よ
う
な
不
安
解
消
に
資
す
る
金
融
経
済
教
育
の
実
施
に
よ
る
Ｆ
Ｗ

Ｂ
向
上
が
や
は
り
、
今
、
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

６　
「
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
」
に
資
す
る
「
金

融
経
済
教
育
」
の
探
求
と
実
践

　

金
融
庁
の
「
顧
客
本
位
の
業
務
運
営
に
関
す
る
原
則
」
（
９
）

で
は
「
顧
客
の
ラ

イ
フ
プ
ラ
ン
等
を
踏
ま
え
た
目
標
資
産
額
や
安
全
資
産
と
投
資
性
資
産
の
適

切
な
割
合
を
検
討
し
、
そ
れ
に
基
づ
き
、
具
体
的
な
金
融
商
品
・
サ
ー
ビ
ス

の
提
案
を
行
う
こ
と
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、
パ
ー
ソ
ナ
ル
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の

分
野
で
「
安
全
資
産
と
投
資
性
資
産
の
適
切
な
割
合
」
を
検
討
す
る
際
の

図表８　お金に関する不安（上位５項目）
回答者数

全年代

18－29歳

30－39歳

40－49歳

50－59歳

60－69歳

11,435

2,103

1,944

2,443

2,707

2,238

70
（％）

50

60
50.4

全年代

50.5

38.8

56.956.9 57.457.4

45.745.7

40

30

20

10

0
18－29歳 30－39歳 40－49歳 50－59歳 60－69歳

老後資金
収入の減少
困ってはいないが漠然と不安だ

インフレ（物価の上昇）
（親世帯もしくは自分の世帯の）
介護・医療費

（出所）三井住友トラスト・資産のミライ研究所「住まいと資産形成に関する意識と実態調査」（2025
年）より作成
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「
リ
ス
ク
許
容
度
」
の
考
え
方
の
実
践
的
な
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
十
分
に
確
立
さ
れ
て
い
な
い
状
況
の
よ
う
に
思
え
る
。
公
的
年
金
・

企
業
年
金
の
資
産
運
用
も
、
当
初
は
理
論
的
な
研
究
が
遅
れ
て
い
た
も
の
の
、
一
九
八
〇
年
代
か
ら
一
九
九
〇
年
代
に
か
け
て
理
論

面
・
実
践
面
の
骨
格
が
形
成
さ
れ
、
年
金
Ａ
Ｌ
Ｍ
に
よ
る
政
策
ア
セ
ッ
ト
ミ
ク
ス
の
策
定
・
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
の
確
立
へ
と
発
展

し
て
き
た
経
緯
が
あ
る
。
パ
ー
ソ
ナ
ル
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
分
野
で
も
、
年
金
運
用
が
高
度
化
し
て
き
た
流
れ
も
踏
ま
え
て
、
個
人
の

「
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
に
応
じ
た
マ
ネ
ー
プ
ラ
ン
」
を
体
系
的
に
研
究
し
、
そ
の
成
果
を
「
教
育
内
容
の
改
善
」「
よ
り
洗
練
さ
れ
た
商

品
・
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
」「
個
人
向
け
の
ア
ド
バ
イ
ス
業
務
」
に
活
か
し
て
い
く
よ
う
な
体
制
整
備
が
望
ま
れ
る
。
こ
の
こ
と
は

「
顧
客
本
位
の
業
務
運
営
に
関
す
る
原
則
」
の
よ
り
良
い
実
践
に
も
繋
が
っ
て
い
く
は
ず
で
あ
る
。
例
え
ば
、
筆
者
は
パ
ー
ソ
ナ
ル

フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
分
野
に
お
け
る
「
リ
ス
ク
許
容
度
」
の
考
え
方
や
実
践
的
な
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
手
法
を
「
老
後
資
産

形
成
に
関
す
る
継
続
研
究
会
報
告
書
」（
年
金
シ
ニ
ア
プ
ラ
ン
総
合
研
究
機
構
、
調
査
研
究
報
告
書R05-02

））
10
（

で
提
案
し
て
い
る
。

　

Ｆ
Ｗ
Ｂ
実
現
が
社
会
課
題
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
状
況
を
踏
ま
え
る
と
、
大
学
・
大
学
院
に
は
「
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
に
応
じ
た
マ

ネ
ー
プ
ラ
ン
」（
い
わ
ゆ
る
「
個
人
版
年
金
Ａ
Ｌ
Ｍ
」）
や
Ｆ
Ｗ
Ｂ
を
専
門
的
に
研
究
す
る
「
パ
ー
ソ
ナ
ル
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
学
科
」
を

設
置
す
る
と
同
時
に
、
車
の
両
輪
と
し
て
、
パ
ー
ソ
ナ
ル
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
に
関
わ
る
知
見
を
適
切
に
学
習
指
導
要
領
に
反
映
さ
せ
、

教
育
現
場
で
適
切
に
教
え
て
い
け
る
人
材
の
計
画
的
な
育
成
に
資
す
る
よ
う
に
「
金
融
経
済
教
育
学
科
」
を
設
置
し
て
い
く
こ
と
が

不
可
欠
で
あ
る
と
思
え
る
。
こ
の
よ
う
な
仕
組
み
が
整
え
ば
、
社
会
経
験
を
積
ん
だ
後
に
、
金
融
経
済
教
育
の
「
担
い
手
」
や
中
立

的
な
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
志
す
人
材
の
「
学
び
直
し
」
の
場
と
な
る
こ
と
も
期
待
で
き
よ
う
。

７　

大
学
な
ど
で
の
「
金
融
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
」
講
座
の
取
組
み

　

こ
の
よ
う
な
社
会
課
題
の
解
決
を
目
指
す
取
組
み
と
し
て
、
例
え
ば
、
二
〇
二
四
年
八
月
に
は
Ｆ
Ｗ
Ｂ
入
門
講
座
（
金
融
財
政
事
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情
研
究
会
）
と
題
し
た
通
信
教
育
の
講
座
が
開
講
さ
れ
、
テ
キ
ス
ト
内
に
は
地
域
金
融
機
関
や
事
業
会
社
も
含
め
て
一
七
社
の

「
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
や
Ｆ
Ｗ
Ｂ
」
向
上
に
繋
が
る
実
践
的
な
取
組
み
事
例
な
ど
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　

Ｆ
Ｗ
Ｂ
に
資
す
る
実
践
的
な
金
融
経
済
教
育
の
提
供
が
社
会
課
題
の
解
決
に
繋
が
る
と
の
思
い
か
ら
、
帝
塚
山
大
学
法
学
部
は

「
金
融
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
」
と
題
し
た
講
義
を
二
〇
二
四
年
一
〇
月
か
ら
開
始
し
て
い
る
（
主
た
る
受
講
者
は
一
年
生
）。
同
大
学

に
よ
る
と
、
文
部
科
学
省
の
定
め
る
要
件
を
満
た
し
た
大
学
生
向
け
の
正
規
講
座
と
し
て
Ｆ
Ｗ
Ｂ
に
特
化
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
本

邦
初
と
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
社
会
人
向
け
に
は
、
甲
南
大
学
の
「
金
融
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
中
の
一
つ
と
し
て

「
金
融
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
」（
オ
ン
デ
マ
ン
ド
方
式
）
の
提
供
が
二
〇
二
四
年
度
よ
り
開
始
さ
れ
て
い
る
。

　

更
に
、
武
蔵
野
大
学
で
は
、
日
本
で
初
め
て
修
士
（
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
）、
博
士
（
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
）
の
学
位
を
取
得
で

き
る
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
研
究
科
が
二
〇
二
六
年
四
月
に
開
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
こ
の
研
究
科
の
一
つ
の
科
目
と
し
て

「
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
」
の
設
置
も
予
定
さ
れ
て
い
る
。

お
わ
り
に

　

二
〇
二
五
年
六
月
に
は
、
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
学
会
Ｆ
Ｗ
Ｂ
分
科
会
が
設
立
し
て
約
一
年
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
「
第
一
回
フ
ァ
イ
ナ

ン
シ
ャ
ル
・
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
（
Ｆ
Ｗ
Ｂ
）
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」）
11
（

が
開
催
さ
れ
た
。
八
月
下
旬
に
は
「
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
＆
フ
ァ

イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
Ｑ
＆
Ａ
」（
編
者
：
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
学
会
Ｆ
Ｗ
Ｂ
分
科
会
）
と
い
う
書
籍
刊
行
も
予
定

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
大
阪
・
関
西
万
博
で
は
、
一
〇
月
に
世
界
中
か
ら
有
識
者
が
集
ま
り
「SD

G
s+
B
eyond

」
を
テ
ー
マ
に
議

論
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
二
〇
三
〇
年
ま
で
の
国
連
の
グ
ロ
ー
バ
ル
ア
ジ
ェ
ン
ダ
で
あ
る
が
、
二
〇
三
〇
年
以

降
、
国
連
生
誕
一
〇
〇
周
年
（
二
〇
四
五
年
）
に
向
け
て
の
有
力
な
候
補
の
一
つ
がSustainable W

ell-being Goals

（
Ｓ
Ｗ
Ｇ
ｓ
）
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で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
国
内
外
で
注
目
度
が
高
ま
る
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
を
形
づ
く
る
礎
と
し
て
の
Ｆ
Ｗ
Ｂ
実
現
に
向
け
て
は
、
金

融
業
界
こ
そ
が
率
先
し
て
、
金
融
経
済
教
育
推
進
機
構
や
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
と
も
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
官
民
学
が
一
体
と
な
っ
た
推

進
体
制
を
構
築
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

※
本
稿
の
見
解
・
意
見
に
係
る
部
分
は
す
べ
て
筆
者
個
人
の
も
の
で
あ
り
、
所
属
す
る
組
織
の
見
解
を
示
す
も
の
で
は
な
い
。

注（
１
）　

内
閣
府
「
経
済
財
政
運
営
と
改
革
の
基
本
方
針
二
〇
二
四
」（
骨
太
方
針
二
〇
二
四
）、
二
〇
二
四
年
六
月
二
一
日
閣
議
決
定
、
三
頁

（
２
）　

内
閣
府
「
経
済
財
政
運
営
と
改
革
の
基
本
方
針
二
〇
二
五
」（
骨
太
方
針
二
〇
二
五
）、
二
〇
二
五
年
六
月
一
三
日
閣
議
決
定
、
四
九
頁

（
３
）　

自
由
民
主
党
「
日
本W

ell-being
計
画
推
進
特
命
委
員
会
」
第
六
次
提
言
、
二
〇
二
三
年
五
月
一
一
日
、
三
頁
・
九
頁

（
４
）　

自
由
民
主
党
「
日
本W
ell-being

計
画
推
進
特
命
委
員
会
」
第
七
次
提
言
、
二
〇
二
四
年
五
月
一
六
日
、
一
〇
頁

（
５
）　

内
閣
府
「
国
民
生
活
に
関
す
る
世
論
調
査
」、
二
〇
二
一
〜
二
〇
二
二
年

（
６
）　

三
井
住
友
ト
ラ
ス
ト
・
資
産
の
ミ
ラ
イ
研
究
所
「
金
融
リ
テ
ラ
シ
ー
度
と
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
に
関
す
る
実
態
調

査
」（
二
〇
二
三
年
）
よ
り
／
令
和
の
〝
金
融
リ
テ
ラ
シ
ー
〞
事
情
、
二
〇
二
三
年
七
月
七
日
、
一
九
頁

（
７
）　

日
本
版W

ell-being Initiative

と
は
、
二
〇
二
一
年
三
月
に
日
本
経
済
新
聞
社
が
公
益
財
団
法
人W

ell-being for Planet Earth

、
有

志
の
企
業
や
有
識
者
・
団
体
な
ど
と
連
携
し
て
発
足
し
た
団
体
を
指
す
。
よ
り
良
い
社
会
を
デ
ザ
イ
ン
し
て
い
く
た
め
にW

ell-being

と

い
う
概
念
と
新
指
標
を
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
の
社
会
ア
ジ
ェ
ン
ダ
に
す
る
こ
と
を
目
指
す
こ
と
と
し
て
い
る
。

（
８
）　

井
戸
照
喜
『
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
ラ
イ
フ
・
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
―
し
た
た
か
に
〝
楽
し
む
〞
！
洗
練
さ
れ
た
「
人
生
の
経
営
者
」
を
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目
指
し
て
』（
一
般
社
団
法
人
金
融
財
政
事
情
研
究
会
）、
二
〇
二
四
年
五
月
二
一
日
、
四
三
頁

（
９
）　

金
融
庁
「
顧
客
本
位
の
業
務
運
営
に
関
す
る
原
則
」、
二
〇
二
四
年
九
月
二
六
日
、
六
頁

（
10
）　

年
金
シ
ニ
ア
プ
ラ
ン
総
合
研
究
機
構
「
調
査
研
究
報
告
書R05-02

」、
二
〇
二
四
年
一
月
、
一
三
〇
〜
一
九
三
頁

（
11
）　
「
第
一
回
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
（
Ｆ
Ｗ
Ｂ
）
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
は
、
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
学
会
Ｆ
Ｗ
Ｂ
分
科
会
の

創
設
一
周
年
を
記
念
し
、同
分
科
会
と
一
般
社
団
法
人
金
融
財
政
事
情
研
究
会
の
共
催
、金
融
経
済
教
育
推
進
機
構
（J-FLEC

）
の
協
力
、

公
益
財
団
法
人
ト
ラ
ス
ト
未
来
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
協
賛
で
、
二
〇
二
五
年
六
月
一
一
日
に
開
催
さ
れ
た
。

（
い
ど　

て
る
き
・
三
井
住
友
信
託
銀
行
株
式
会
社
・
専
門
理
事
、

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
学
会
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
分
科
会
・
座
長
）


